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Ann. Rept. Plant Prot. North Japan 

フィプロニル・オリサストロビン・ブロベナゾール粒剤による
イネの苗の葉いもちと本田葉いもちに対する防除効果

藤井直哉*・深谷富夫*.** 

E自cacyof Fipronil Orysastrobin Probenazole Seedling Box Granule against 

Leaf Blast in Seedling and Paddy Field 

Naoya FU]II* and Tomio FUKA Y Aり，*

フィプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒剤の緑化期箱処理は苗の葉いもちに対して高い防

除効果を示した.また，本田の葉いもちに対しでもプロベナゾール・フイプロニル粒剤と問等の防除効果

が認められた.本剤を用いた現地試験では本田での葉いもちの発生を低く抑えた.また，本剤による減量

施用試験でも本田の葉いもちの発生を低く抑えた

Key words: leaf blast. Orysastrobin. Probenazole. seedling box granule 

現在，秋田県におけるいもち病 (Pyriculariaoryzae)の

防除は育苗期における高の葉いもち防除に本田の葉いも

ち防除組み合わせた防除体系が確立され，普及率は 4割

に達している(1).これまで，苗の葉いもち訪除剤には

MBI-D剤であるジクロシメット剤やカルプロパミド剤

が用いられてきたが (2.3). 2007年に県内採種開場で

MBI-D剤耐性いもち病菌が確認され (4).訪除効果の低

下が懸念されたため.2009年からはベノミル剤に全面的

に切り換えた.苗の業いもち防i設による本田への持ち込

み軽減技術は本県のいもち病防除の根幹を成すものであ

るが，生産者からは苗の葉いもち防除と本田の葉いもち

防除の省力化が求められていた.

これを受けて，より省力的ないもち病の防除法を確立

するために，苗の葉いもちに対する妨除効果の高い薬剤

を検索し，製剤化されたフィプロニル・オリサストロビ

ン・プロベナゾール粒剤(成分0.6%・2.0%. 20.0%)の苗

の葉いもちと本田における葉いもちに対する妨除効果を

検討した.また，開校斉IJのコスト削減を考慮にいれた減

量施尽による本田葉いもちの防除試験を行った.

なお，本試験の遂行に当たりご協力をいただいた明治

製菓株式会社および北輿化学工業株式会社に厚く御礼申

し上げる.

材料および方法

1 .各種薬剤の苗の葉いもち防除効巣試験

2007年は各種薬剤の苗の葉いもちについての防除効果

を検討し 2008年はフィプロニル・オリサストロビン・

プロベナゾール粒剤(以下 FOP粒剤)の苗の葉いもちに

対する処理時期別の防除効果を検討した試験は両年と

も秋田県秋田市雄和の秋田県農業試験場内パイプハウス

で行い，品撞は葉いもちに弱い「ナツミノリJを供試した.

1)いもち病菌の接種法

いもち病菌(レース 001)の胞子懸濁液 (3X 104倒1m!)

を箱当たり 80ml噴霧接種し 24時間ポリフィルムで被

覆し感染を促したまた，噴霧接種時に育苗箱周閤にい

もち病菌(レース 001)の擢病わらを設置し 2007年は

発病調査特に撤去し 2008年は 24時間後に撤去した

2) 2007年の試験

播穫は 4丹10日に実施し 30x60cmの育苗箱に 100g

(乾籾換算)播きし，出芽処理は無加温でポリシートによ

る被覆を 8日間行った.薬剤は，フィプロニル・オリサ

ストロビン粒剤(成分0.6%'7.0%.以下 FO粒剤).ジク

ロシメット水和剤(成分60.0%)，フィプロニル・プロベ

ナゾール粒剤(成分 0.6%'24.0%以下 FP粒剤).フイプ

ロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒剤(以下

FOP粒斉IJ)を供試した FO粒荊は箱当たり薬剤散布量

をlOg.25g. 50gとし播種前日に床土混和した.4月 18

可火田県農林水産技術センター農業試験場 AkitaPrefectural Agriculture. Forestry and Fisheries Research Center 

Agricultural Experiment Station. Aikawa. Yuuwa. Akita 010同1231.]apan 

**現在:全国農業協同組合連合会秋田県本部
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日(緑化期)にジクロシメット水和剤は1.500傍液を箱当

たり 500mli径注し， FP粒剤と FOP粒剤は箱当たり 50g

をそれぞれ散布した播種目白後に接種し，播種 52日

後に 200苗/箱 (2反復)について発病と苗当たりの病斑

数を調査した

3) 2008年の試験

播種は 4月10日に実施し， 30x60cmの育苗箱に 100g

(乾籾換算)播きし，出芽処理は無加温でポリシートによ

る被覆を 9日間行った供試薬剤は FOP粒剤とし対照

薬剤はベノミル水和剤(成分 50%)とした FOP粒剤の

箱当たり 50gを4月四日(緑化期)， 4月23日 0.5業

期)， 4月25日 (2葉期)にそれぞれ散布したまた，ベ

ノミル水和剤 500倍液の箱当たり 500mlを4月23日に

洛注した 4月22日，4月24日接種の区をそれぞれ設け，

播種40日後に 200苗(無処理は 100苗)/箱 (2反援)に

ついて発病と苗当たりの病斑数を調査した なお，いも

ち病菌の接種は先述の方法で、行った.

2 本田における葉いもち紡除効果

1)場内試験

試験は 2007年に秋田県農業試験場内閣場にて実施し

品種はナツミノリを供試し 4月10日に播種した後， 4月

18日(緑化期)に試験薬剤の FOP粒剤および対照薬剤の

FP校剤を育苗箱当たり 50g散布したなお，対照薬剤の

FP粒斉IJ施用苗と絡施用剤無処理窟には，苗の業いもち

防徐剤として， 4月18日にベノミル水和剤 500i音波を育

菌箱当たり 500ml潅注した 5月15日に機械移様を行

い，試験区として FOP粒剤[R，対照の FP粒剤区無処

理区を設け，試験区面積および区制は 25mx 3.6m (90m2) 

で2連市IJとした 移檎 43日後の 6月27日に試験区間に

いもち病龍(レース 001)を接種し発病した稲株を設置し

た龍査は 7月29日に各区 100株の上位3葉について株

毎に病斑を数えたまた， 8月21Bに各区 50株について

ll:葉病斑を数えた

2)現地試験

試験は 2008年に秋田県湯沢市の農家圏場で実施した

品種は「あきたこまちjを用い， 4月28日に播種した後，

5月2日(緑化期)に試験薬剤の FOP粒斉IJおよび対照薬

剤の FP粒耕を育苗箱当たり 50g散布したなお，対照薬

剤の FP粒剤施用苗は，育苗期間の苗の業いもち防除は

行わなかった.5月27日に機械移植を行い，約 30aの圏

場を長辺方向に区切り，試験匿として FOP粒前区はlOa

(100 x 10m)，対照の FP粒斉IJ区は 20a000 x 20m)のそれ

ぞれ単連制とした供試薬剤以外のいもち病防除剤は施

用しなかったまた，施肥および殺菌剤以外の一般防除は，

現地の慣行に従ったいもち病は自然発生条件とした

葉いもち調査は 7月30自に各[R4地点 o地点 50株)

の上位3葉について株毎に病斑を数えた.穏いもち調査

は出穂約 43日後の 9丹 17日に各区 4地点(1地点 25

株)の全穏について発病程度別(発病穂首率， 113以上枝

梗発病穏率)に数えた.

3)減量施用による防験試験

試験は 2009年に秋田県農業試験場内厨場にて実施し，

品種は「ナツミノ 1)Jを供試した 対照薬剤である播種

時専用剤のフイプロニル・プロベナゾール粒剤(有効成

分0.6%. 20%，以下 FFP粒剤)は 4月10日に播種時覆

土前に育苦箱当たり 50g散布した.試験薬剤の FOP粒

剤は育苗箱当たり 25gを4月17日(緑化期)に散布し

たなお，対照薬剤の FFP粒斉IJ施用苗と箱施用剤無処理

苗には， 4月16日にベノミル水和剤 500倍液を育苗箱当

たり 500ml海注した.5月15日に機械移植を行い，試験

症として FOP粒剤区対照の FFP粒剤区，無処理匿を

設け，試験区面積および区制は 12.5mx 2.4m (30m2) で

2連市IJとした.移植48日後の 7月2日に試験区間にいも

ち病龍(レース 001)を接種し発病した稲株を設置した

調査は 7月31日と 8月初日に，1)場内試験と同様の

調査法で実施した

結果および考察

1 .苗の葉いもち紡除剤の紡除効果

2007年の試験は無処理匿の発病苗率が 16.3%と中発生

条件下となり， FO粒剤，ジクロシメット水和弗1.FOP粒

剤は苗の葉ーいもちに対し防徐効巣が高く，発病は認め

られなかった(第 1表)特に FO粒剤は通常施用量であ

る箱当たり 50gの1/5量 oOg)あるいは 1/2量 (25g)で

も高い防除効果が確認された一方， FP粒剤の訪除効巣

は認められるものの，その程度は低かった

2008年は無処理区の発病菌率が90%以上と甚発生条

件下での試験となった.FOP粒剤を処理した後，接種し

た試験区①および試験区③はベノミル水利剤の処理区⑥

と開等の防除効果が得られた(第 2表).また， FOP粒剤

を処理する前に接種を行った試験区②および試験区④は

ベノミル水和斉IJの処理区⑤と同等の防除効巣が得られ

た本試験では， FOP 粒斉IJの緑化期~2 葉期の処理は苗

の葉いもちに対する高い防徐効果があると忠われた.

2.本田における葉いもち間除効果

1)場内試験

7月29日の無処理区における上位3業の発病株率は

100%，株当たり病斑数は 6.98と多発生条件下での試験で

あり， FOP粒剤区の発病株率は 19.5%(防除価 80.5)，株

当たり病斑数は 0.25倒であり， FP粒剤区の発病株率は

32.0% (防徐価 68.0)，株当たり病斑数は 0.60俄であった.

FOP粒剤と FP粒剤区には統計的有意差が認められず，

ほぽ悶等の妨除効果が得られた(第3表).また， 8月21

日における無処理区の11:葉の発病株率は 100%，株当たり

病斑数は 7.32と多発生条件であり， FOP粒剤区の発病株

率は 12.0%(防除価 88.0)，株当たり病斑数は 0.l2個であ

り， FP粒剤区の発病株率は 30.0%(防除価 70.0)，株当た

り病斑数は 0.46個あった FOP粒剤と FP粒剤区には統
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苗の葉いもちに対する各種薬剤の防除効果 (2007年)第 1苦笑

処理法

処理時期
l治除価2)

100 

100 

100 

O 

O 

a O 

O 

床土混和

4月9日

処玉虫まま・処理濃度

(箱当たり)

lOg 

25g 

50g 

(%) 

O 

供試薬剤名

フィプロニル・オリサストロビン粒剤

a 

100 O a O 
iii注

4月18日

散布

4月18日

散布

4月18日

500rnl . 1.500倍ジクロシメット水和剤

57.8 0.08 6.9 b 50g フィプロニル・プロベナゾールヰ立剤

100 O a O 50g フイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒斉IJ

1) 問一英文字を付与した数値問には Tukeyの多重検定による有意義 (59ら)がないことを示す.

2) 防除備は発病宙率から算出した

各供試薬剤の有効成分含有量はフィプロニル・オリサストロビン粒剤 (0.6%・7.0%にジクロシメット水和剤 (60.096にフイプロニ

ル・プロベナゾール粒剤 (0.696・24.096).フィプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール~立斉IJ (0.696・2.0%・20.096)

0.18 16.3 c 

接種H寺期

4月22日

4月22日

4月24臼

4月24日

4月22日

4月24B

4月22日

4月24日

4月 19日(緑化期).4M 23日 0.5葉WI).4月 25日 (2葉矧)

防除佃I(ま発病菌室字から算出した

|可一英文字を付した数値関には Tukeyの多重検定による有意差 (5%)がないことを示す‘

苗の業いもちに対するフイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒郊の防除効果 (2008年)

苗当たり病斑数

0.01 

O 

99.2 

100 

0.8 a3) 

O a 

100 

98.0 

96.7 

。
0.1 

o a 

1.8 a 

3.0 a 

3.0 a 

4M 19 B 

4M 23 B 

4汚23日

4月25日

4月23日

4月23日

第 2表

②

③

④

一

⑤

⑥

ブイプロニル・オリサストロビン・

プロベナゾール粒剤

0.04 

0.03 

5.52 

ベノミル水和斉IJ
96.8 

91.0 b 

3.09 93.5 b 
無処理

)

)

)
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q
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場内試験におけるフイプロニル・オリサストロビン・ブロベナゾール粒剤の葉いもち防除効泉

処理量

(籍当たり)

8月21日

発病菌率 株あたり

(96 ) 病斑数

7月29日

発病菌率 株あたり

(96) 病E複数

第 3表

防除儲j)防!徐価1)f共試薬剤

88.0 0.12 12.0 a 80.5 0.25 19.5 a2) 50g 
フィプロニル・オリサストロビン・

プロベナゾール粒剤

フィプロニル・プロベナゾール粒部

無処理

70.0 0.46 

7.32 

30.0 a 

100 b 

68.0 0.60 

6.98 

32.0 a 

100 b 

50g 

フィプロニル・プ

1) 防除価は 7月 29臼および8月 21臼の発病株主容の平均値から算出した

2) 同一英文字を付した数値間にはぐruk巴yの多重検定による有意差 (596)がないことを示す.

各f共試薬剤の有効成分含有量はフイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒剤 (0.696. 2.0%・20.096に
ロベナゾール粒剤 (0.696. 24.0%) 

確認されたのは 1~2 世代病斑であり，全て散在分布であ

った.一方. FP粒部区の病斑は 3世代病斑が中心であ

り，集中分布が確認された調査臨場閤辺では，諦査対

象外の時一農家ではベノミル剤による育高期の苗の葉い

もち防除が行われ，本田における葉いもちの発生が少な

いことや他農家の園場でも調査臨場に影響を与える多発

生臨場も無かったことから. FP粒剤区では育菖施設か
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言十的有意差が認められず，ほほ悶等の防除効果が得られた

2)現地試験

湯沢市の現地試験では，出穂は平年並みの 8月6日で

あった葉いもち調査の結果， FOP粒剤区の発病株率は

1.5% (株当たり病斑数は 0.03姻)となり，対照の FP粒

剤区の発病株率 14.0%(株当たり病波数は 0.16伺)に比べ

て有意に高い防除効果を示した(第4表).FOP粒斉IJ区で



第4表現地試験におけるフイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒斉Ijの禁いもちおよび松、いもちに対するl坊徐効果
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ブf共試薬剤

処理量

(箱当たり) 発病菌率 株当たり病斑数
(%) (i閲)

フィプロニル・オリサストロどン・
プロベナゾール粒剤

1.5 a 2.3 a 50g 0.03 38.0 0.8 1.4 

フイプロニル・ブロベナゾール粒剤 50g 14.0 b 0.16 75.0 1.9 

1) 同一英文学を付した数値関には t検定による有意差 (pく0.01)がないことを示す.
各供試薬剤の有効成分合有量はフィプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒剤 (0.6%・2.0%. 20.0%). 

ロベナゾール粒剤 (0.6%・24.0%)

3.4 5.4 b 

フィプロニル・プ

{共試薬剤
処理長

(箱当たり)

第5表 ブイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール粒剤の減長施尽による菜いもち防除効果

7月 31日(上位3葉 8月 20日

発病株ネ 株あたり 防除価j) 一通議議平
(%) 病斑数(i悶(%)

株あたり
病斑数(i閲)

フィプロニjレ・オリサストロビン・

プロベナゾール粒部
25g/箱 0.05 7.0 a 0.07 93.0 5.0 a 

フィプロニル・プロベナゾール粒剤 50g/箱 1.0 a 0.01 99.0 3.0 a 0.03 

1!!Ii処理n 100 b 9.70 100 b 8.88 

1) 防除縞は 7R 31日および8R 20日の発病株ネの平均値から算出した
2) I司一英文字を付した数値向には Tukeyの多重検定による有意差 (596)がないことを示す

各供試薬剤の有効成分合有:Iu:はフイプロニル・オリサストロビン・プロベナゾール絞剤 (0.6%. 2.096 . 20.0%). フイプロニル・プ
ロベナゾール粒剤 (0.6%. 24.0%) 

らの，隈病苗の持ち込みの可能性が推察された 穂いもち

は.FP粒剤!玄で発病穏率 5.4%(発病株率 75.0%)と被害

が多かったが， FOP粒剤庄は発病穂、率 2.3%(発病株率

38.0%) とPF粒剤区によじべて有意に低い発生となった

(第4表).以上の結果から， FOP粒剤の施照は，本田に

おける葉および穂いもちの発生を減少させることが確認

された

3)減量施用による肪絵試験

無処理誌において， 7月31日の発病株率は 100%(株当

たり病斑数は 9.7個)と多発生条件下での試験であった

が， FOP粒剤の箱当たり 25g施潟は FFP粒斉IJの箱当た

り50g施用と比較して差はなく，高い前徐効果が示され

た(第 5表).また， 8月20Bの発病株率も箱当たり 25g

施用と 50g施用は同様に高い防除効果が示された

FO粒剤の成分の一つであるオリサストロビンは結当

たり 10gという低薬量(箱当たり落下成分量の理論値は

O.7g)でも苗の葉いもちに対する訪除効巣は高く， FOP 

粒剤の箱当たり 50g施用(箱当たり落下成分量の理論値

は1.0g)の脊苗期需における苗の葉いもちに対する防除

効巣の大部分はオリサストロビンに因る可能性が苗の葉

いもちに対する防除効果試験の結果から示された

育苗期助除剤としての同剤と本田薬いもち防除剤とし

てのプロベナゾール剤を組み合わせた FOP粒斉IJは現在秋

田県で普及しているいもち病の防除体系(1)に合致しか

っ省力的な薬剤といえる.一方で FOP粒剤は，従来の脊苗

期防除と箱施用斉IJを組み合わせた防除体系とlOa当たり

の薬剤費に大きな差はないが，箱施F間 IJとしての価格は高

く，減量施照は普及拡大につながる重要な技術である.

今後は FOP粒郁だけでなく，脊苗籍施用斉IJの使用箱

数に対する施用薬量を考癒する必要と思われる.現在の

育苗箱施用剤の登録要件は箱当たりの処理景であり.単

位面積当たりの処理量ではない.しかし現場ではlOa当

たりの使用育苗絡数は1O~30 箱程度と幅広く，特に箱数

が多い場合はコストがかかる.また，脊苗籍施用斉IJの大

部分が殺虫・殺直混合剤であるため，対象とする病害虫

に対する防除効果を維持した育苗箱施用剤の減量を検討

する必要がある.
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